
事業群評価調書（平成29年度実施）
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(１)

②

目標
（H28）

実績
（H28）

達成率

0人 70人 0%

65人 18人 361%

H28実績 一般財源 人件費(参考) H28目標 H28実績 達成率

H29計画 一般財源 人件費(参考) H29目標 ― ―

404 389 96%

423 ― ―

15,539 15,548 100%

16,409 ― ―

21 21 100%

21 ― ―

509,371 532,303 104%

532,303 ― ―

取組
項目
ⅰ

21市町に対し、地域子育て支援拠点事業
にかかる費用を補助することで、子育て
親子の交流促進、地域の子育て支援機
能の充実を図り、子育ての不安感等を緩
和し、子どもの健やかな育ちを支援した。
地域子育て支援拠点事業について、近年
は県内の施設数もほぼ横ばいで、施設数
としては充足しているものと考えられる。
事業の継続実施、質の向上に取り組んで
いく。

地域子育て支援拠点
事業の補助対象市町
数（市町）

260,290 259,940 1,615
成果
指標

地域子育て支援拠点
の利用者数（延べ人
数）こども未来課

241,495 1,608

地域子育て支援拠点事業、利用者支援事業、
子育て短期支援事業、子育て援助活動支援
（ファミリー・サポート・センター）事業に係る費
用を補助した。

活動
指標

こども未来課

地域子ども・子育て支
援事業費（地域子育て
関係） H27-

241,992

1,009,409 1,007,535 4,037
成果
指標

・各市町が策定する待機児童解消加速化プランに基づき、安心こども基金を活用した保育所・認定こども園の
　施設整備や、認可外保育施設の認可化などによる保育の定員増に取り組んだが、平成28年の待機児童数は
　平成27年の42人から平成28年の70人と28人増加した。理由としては雇用情勢の改善による就業機会の拡大
　や、子ども・子育て支援新制度における入所要件の緩和等により、保育の需要が増大しているためである。
・放課後児童クラブ待機児童数について、登録児童数は増加し、待機児童数はほぼ横ばいとなっているが、各
　市町における新規クラブの開設等により受け皿は拡大している。記載の実績数等はデータ上、平成28年5月
　1日時点のものであるが、その後の県独自に再調査した結果では、県内全市町で待機児童数0人となってい
　る。

放課後児童クラブ待機児童数

放課後児童クラブ推進
事業費

H14-

877,132

○

28年度事業の実施状況
（29年度新規・補正は事業内容）

指標 主な目標
所管課(室)名

4,021

事
業
群

保育所待機児童数 0人

中
核
事
業

２．28年度取組実績（H29新規・補正は参考記載）

取組
項目

事務事業名 事業
期間 事業対象

事業費(上段:実績、下段:計画、単位:千円） 事　　　業　　　概　　　要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

28年度事業の成果等

関
連
指
標

そ
の
他

指　　　　　標
最終目標
（H32）

（進捗状況の分析）

施 策 名 結婚・妊娠・出産・子育ての一貫した切れ目ない支援 課 （ 室 ） 長 名 中野　嘉仁

事 業 群 名 子どもや子育て家庭への支援② 事業群関係課(室)

基 本 戦 略 名 次代を担う子どもを育む 事 業 群 主 管 所 属 こども政策局こども未来課

875,863

0人

１．計画等概要

（長崎県総合計画チャレンジ2020　本文） （取組項目）

　地域の子育て支援に係る量の拡充と質の向上を進め、幼児期の教育・保育、地域の子ども・子育て支
援を総合的に推進するなど、更なる子育て支援対策の充実に取り組みます。

【子育て支援の充実】
ⅰ）地域子育て支援拠点、ファミリー・サポート・センターや放課後児童クラブの量の確保と職員等の資質向上
ⅱ）育児や子育て支援サービス等の情報の発信

県内放課後児童クラブの389の支援の単
位に運営費を補助することで、放課後等
のこども達に安心・安全な居場所が提供
され、健全育成が図られるとともに、保護
者が安心して働ける環境がつくられてい
る。引き続き補助事業の推進に取り組ん
でいく。

市町
放課後児童健全育成事業に係る費用を補助
した。

活動
指標

放課後児童クラブ運営
費補助対象数（支援の
単位）

放課後児童クラブ登録
児童数（人）

市町



13 11 84%

16 ― ―

15,539 15,548 100%

16,409 ― ―

2 1 50%

1 ― ―

4 1 25%

1 ― ―

40 32 80%

― ― ―

350 200 57%

― ― ―

2,400 2,481 103%

2,400 ― ―

80 80 100%

80 ― ―

拠点におけるシニアの
活動数（延べ数）

こども未来課

取組
項目
ⅰ

活動
指標

― ― ―
成果
指標

303 76 6,434
シニア世代の
子育てボラン
ティアになり
たい者

３．実績の検証及び解決すべき課題と解決に向けた方向性
ⅰ）地域子育て支援拠点、ファミリー・サポート・センターや放課後児童クラブの量の確保と職員等の資質向上

・地域の子育て支援の充実のために、各市町の実施する事業の実施計画どおり県も助成を行ったり、各市町の計画策定、事業の適切な選択に助言する等の支援を行ったりしており、必要に応じた量の確保・質の
向上に寄与している。
・待機児童解消のため、保育所等で実施している拠点を閉鎖し保育室として利用する施設等も出てきており、市町と連携し利用者ニーズの把握に努め、必要に応じた新たな拠点の開設、量の確保・質の向上に努
めていく。

ⅱ）育児や子育て支援サービス等の情報の発信

・「ながさき子育て応援ネット」には1日平均300人近いアクセスがあり、利用者は徐々に拡大しているが、ユーザーアンケートでは「情報が足りない（31.9%）」「身近な情報がない（21.0%)」等の声も寄せられている。利
用者のさらなる拡大と、掲載情報の一層の充実が必要である。

○

3,062 3,062 1,615
成果
指標

利用者の満足度（％）

3,898 3,898

地域子育て支援拠点
環境改善事業 Ｈ21-

1,152 384

807
成果
指標

環境改善された施設
数（施設）

804

市町
1市1か所の拠点で、備品の整備を行い、
環境が改善された。

子育て中の
保護者等

ホームページ及び携帯端末向けアプリケー
ションを運営し、子育て支援に関し、県だけで
なく市町等の実施する事業等も併せて情報を
発信した。

活動
指標

地域子育て支援拠点事業を継続的に実施す
るために必要な改修・備品の整備に係る費用
を補助した。

アプリによる情報配信
件数（件）

県・市町合わせて年間2,481件の情報発
信を行うとともに、「ながさき子育て応援の
店パスポート」ダウンロード機能を追加す
るなど、子育て家庭にとってより役立つ
ホームページとした。
その結果、利用者の満足度は80％となっ
た。

拠点等に配置されたシ
ニアの人数（人）

希望のあった3市1町で育成講座を実施
し、44名が受講、43名を認定した。各会場
とも、行政担当者の参加があり、29年度
以降、各市町での研修を独自開催できる
ようなネットワークを構築することができ
た。

重要な子育て資源である元気なシニア世代の
中で、子育てに興味のある者に現代の子育て
事情を伝え、求められる資質の向上を目指す
研修を実施した。

こども未来課

子育て情報プラット
フォーム構築事業費

H27-

こども未来課

地域の子育て力アップ
事業

（H28
終了）
H27-28

1,500 500

活動
指標

補助市町数（市町）

69 1,615
成果
指標

9,680 1,608

市町、社会福
祉法人等

児童厚生施設整備費
S43-

37,980

35,869
こども未来課

11クラブに対し、創設・改築・修繕等の整
備費補助を行い、児童の受け皿が確保さ
れた。放課後児童クラブ登録

児童数（人）

補助対象施設数
（クラブ）

放課後児童クラブ等の整備費を補助した。

活動
指標

取組
項目
ⅱ

1,608



事業構築の視点

－

－

－

－

取組
項目
ⅱ

⑥

地域子ども・子育て支
援事業費（地域子育て
関係）

取組
項目
ⅰ

－ 現状維持
地域での子育て親子への支援を行う各種事業の運営費に係る助成であり、ニーズも高い事業で
あるため、引き続き取り組んでいく。

長崎県青少年育成県民会議と連携し、同会議が発行する子育て応援フリーペーパー（県内の幼
稚園・保育所等にて配布）のQRコードからホームーページにアクセスし、より詳しい情報を見てい
ただくなど、情報の充実と利用者数の増加を図るとともに、ユーザーアンケートに対応し、より使
いやすいホームページ・アプリとしていく。

現状維持

地域子育て支援拠点
環境改善事業 －

地域子育て支援拠点事業を継続して実施するための環境改善（改修、備品購入）のための事業
であり、引き続き取り組んでいく。

現状維持

子育て情報プラット
フォーム構築事業費

情報提供者の範囲を子育てサークルや子育て応援の店にも拡大
して情報を充実させるとともに、長崎県青少年育成県民会議が発
行する子育て応援フリーペーパーと連携し、子育て家庭（およそ５
万世帯と想定）や子育て支援団体等への浸透を図る。
また、ホームページ・アプリの運営については、県内の子育て支
援団体等とのネットワークを持つ長崎県青少年育成県民会議と
連携して行い、子育て家庭のニーズにより即応した体制とする。

４．29年度見直し内容及び30年度実施に向けた方向性

取組
項目

29年度事業の実施にあたり見直した内容 30年度事業の実施に向けた方向性

（H29の新たな取組は「H29新規」等と記載、見直しがない場合は「－」と記載）

放課後児童クラブ推進
事業費 －

年々利用児童が増加する放課後児童クラブの運営費助成、新たな受け皿確保、質の向上のた
めの研修等を行うものであり、引き続き取り組んでいく。

現状維持

見直しの方向 見直し区分
事務事業名

現状維持児童厚生施設整備費 －
年々利用児童が増加する放課後児童クラブでの新たな受け皿確保のためには施設整備を行な
うことは効果的な手法である。引き続き施設整備を行なう放課後児童クラブに対して施設整備補
助を行ない、放課後児童クラブを利用する児童の受け皿を確保する。


